
地 域 再 生 計 画 

 

１．地域再生計画の名称 

  自然と共生する住み良いまちづくり計画 

 

２．地域再生計画の作成主体の名称 

  高知県 

  高知県室戸市 

 

３．地域再生計画の区域 

  高知県室戸市の全域 

 

４．地域再生計画の目標 

   室戸市は、高知県の東南端に位置し、東西１８.６㎞、南北２７.０km で太平洋に室戸岬が

突出したほぼ逆三角形をしており、総面積２４８.３０㎢の８６.７％を森林が占め、北部は

四国山地の装束峠（１,０８３ｍ)を主峰として７００～８００ｍ級の山々が連立している。

耕地はこれらの山々に水源をなす大小河川の流域に散在するほか太平洋沿岸には海岸段丘が

耕地として発達している。 

本市は、かつては遠洋漁業の基地として栄えたが、近年では魚価の低迷、燃料価格の高騰

などにより市内における水産業は衰退している状況である。また、過疎化・高齢化の進行に

より、農林業の担い手も不足しており木材価格の低迷などと相まって除間伐など植林の管理

が不十分となり、森林の荒廃や耕作放棄地が増加している。これにより、木材の生産をはじ

め水源のかん養や土砂災害の防止といった森林が持つ様々な公益的機能が十分に果たせてい

ない状況であり、財政基盤の弱い本市では市道・林道などの基盤整備も遅れている現状であ

る。 

今後、森林の持つ公益的機能を十分に発揮するために、計画的な除間伐等を実施するが、

そのために必要となる林道及び市道を一体的に整備することで、より効率的な施業に寄与す

るものである。また、それらの整備により、日常生活上においても主要道路等へのアクセス

性が向上し、林業等に従事する地域住民の生活環境が向上する効果も見込まれる。本計画に

取り組むことにより、自然と共生する住み良いまちづくりを目指す。 

 

【目標１】市道の整備による主要道路へのアクセス改善 

○主要道路（国道等）への所要時間短縮 

     ・佐喜浜町入木新別当地区から市道大端線を使った、国道５５号交差点までの所要 

時間：（現況）２２分→（目標）１６分（６分短縮） 

     ・室津北山田地区から市道椎名室戸線を使った、県道２０２号交差点までの所要 

時間：（現況）１４分→（目標）１２分（２分短縮） 



     ・元東郷地区から市道東郷線を使った、国道５５号交差点までの所要時間： 

（現況）１８分→（目標）１４分（４分短縮） 

 

【目標２】市道と連携した林道網の整備及び間伐等による林業振興 

○林道整備により間伐実施面積の７.２％増加（１６８.８ ha 増加） 

・林道東又佐喜浜線（６１.０ ha 増加） 

・林道小川線（１０７.８ ha 増加） 

      ○林道整備による林産物の搬出と迂回路の確保 

 

【目標３】伝統的産業である「土佐備長炭づくり」後継者の育成と生産量の拡大 

・土佐備長炭生産従業者の増加：（現況）２３世帯 →（目標）２９世帯（６世帯増） 

・土佐備長炭生産量の増加：（現況）３４８ｔ →（目標）４３９ｔ（９１ｔ増） 

 

５．目標を達成するために行う事業 

５－１ 全体の概要 

国道５５号線が地域の基幹道路であり、それらに接続する市道・林道において、一体的な整

備を行うことにより広域的・効率的なネットワークづくりを推進し、公共施設等へのアクセス

改善及び農林業の振興を図る。市道における未舗装路線の舗装と側溝の布設・危険箇所の改良

を行うとともに、林道の開設により効率的な森林施業を行い木材産業の振興を図る。 

その他関連事業として、各種補助事業の導入による市道・林道の整備及び間伐事業による森

林整備を併せて行う。また、地域資源を有効活用した土佐備長炭生産従業者の増加により地域

の活性化を図る。 

 

５－２ 法第５章の特別の措置を適用して行う事業 

道整備交付金を活用する事業 

対象となる事業は、以下のとおり事業開始に係る手続き等を完了している。 

なお、整備箇所等については別添の整備箇所を示した図面による。 

・市道元東郷線：道路法に規定する市道に認定済み（昭和 62 年 3 月 28 日） 

・市道椎名室戸線：道路法に規定する市道に認定済み（昭和 60 年 10 月 5 日） 

・市道大端線：道路法に規定する市道に認定済み（昭和 62 年 3 月 28 日） 

・林道東又佐喜浜線：森林法による室戸市森林整備計画（平成 20 年度策定）に路線記載 

・林道小川線：森林法による室戸市森林整備計画（平成 20 年度策定）に路線記載 

 

［施設の種類（事業区域）事業主体］ 

・市道（室戸市）室戸市 

・林道（室戸市）高知県 

 



［事業期間］ 

・市道（平成２３年度～平成２５年度） 

・林道（平成２４年度～平成２７年度） 

［整備量及び事業費］ 

・市道３.６３km 林道１.６０km 

・総事業費４８０,０００千円（うち交付金２４０,０００千円） 

市道 ６０,０００千円（うち交付金 ３０,０００千円） 

林道４２０,０００千円（うち交付金２１０,０００千円） 

 

５－３ その他の事業 

地域再生法による特別の措置を活用するほか、自然と共生する住み良いまちづくりを推進す

るために、以下の事業を総合的かつ一体的に行うものとする。 

（１）「中山間地域等直接支払交付金」「農地・水・環境保全向上対策交付金」を活用し、耕作

放棄地の増加防止及び復旧を図る。（事業主体：室戸市） 

（２）「社会資本整備総合補助金」の活用及び市単独事業の実施により、区域の道路ネットワー

ク構築を推進し、道路の多様な利便性向上を図る。（事業主体：室戸市） 

（３）伐期を迎え、木材生産できる森林が増加することから「高性能林業機械等整備事業」に

よる高性能機械の導入や「緊急間伐総合支援事業」「公有林整備事業」等により、除間伐

保有を行い、国土の保全や水源のかん養などの公益的機能の向上及び適正な森林の管理

や自然と調和した林業振興を図る。（事業主体：室戸市） 

（４）地域資源を活かした「新規製炭者研修」や「炭焼き体験」の実施により、伝統的産業で

ある土佐備長炭生産従業者の増加を目指し、地域経済の活性化を図る。（事業主体：室戸

市） 

 

６．計画期間 

平成２３年度～平成２７年度 

 

７．目標の達成状況に係わる評価に関する事項 

４．に示す地域再生計画の目標については、計画終了後に必要な調査を行い、状況を把握・

公表するとともに、達成状況の評価、改善すべき事項の検討を行う。 

 （評価実施主体） 

【目標１】・・・室戸市 

【目標２】【目標３】・・・高知県、室戸市 

 

８．地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が必要と認める事項 

該当なし 
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